
2022年7月　2023年6月広  報  誌

　国際ソロプチミスト熊本（SI 熊本）は、世界中の女性と女児の生活を向上させることを目的
とする国際ソロプチミストの理念にそって活動するボランティア団体で、今期認証 44 周年を迎
えました。
　現在、国際ソロプチミストアメリカ（SIA）は、ドリームビッグ・キャンペーン『教育のアク
セスを通じて 50 万人の女性と女児を応援する」という 2021-2031「大きなゴール」』に向かっ
て活動しております。SI 熊本は、その目的に沿って SIA「夢を生きる賞」、Take One Step 進
学応援プロジェクト、「夢を拓く」女子中高校生のためのキャリア・サポート、さらにクラブ独
自の SI 熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクトの各事業に取り組んでまいりました。嬉しいこ
とに、当クラブから SIA「夢を生きる賞」に推薦した内山様が「アメリカ連盟賞 2 位」に選ば
れ、第 37 回南リジョン大会において表彰（副賞 3000$）されました。また、令和 5 年度（公財）

ソロプチミスト日本財団の顕彰事業へは、刑務所 DJ「たそがれ・ボイス・パラダイス」様と「熊本大学工学部公認サー
クル Soliel（ソレイユ）」様を推薦し、それぞれの素晴らしい活動を称えクラブ賞の贈呈を行いました。
　このような支援を行うために、コロナ禍の折チャリティー事業は見合わせたものの、様々な物品のお取り寄せ販売で資
金調達を行ってきました。プレミアムトマトなどのリピート販売に加えて新たな品も取り入れました。中でも蜜蝋ラッ
プは、一般の方々もお誘いしたワークショップに連動したり、リジョンメールや公式 LINE での紹介お
よび南リジョン大会でのブース出店などの成果で、入荷した 350 セットを完売することができました。
ご購入いただいた皆様に心より感謝申し上げます。
　SI 熊本は、今後も地域での繋がりを大切に活動を行ってまいります。私たちの取り組みはホームペー
ジや Instagram でも発信しておりますのでので、どうぞご覧になられてください。引き続きのご支援
ご協力をお願いし、ご挨拶といたします。

定例会合 : 毎月第3火曜日 10:00〜13:00　会場 :ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ 発行日 :2023年6月30日
国際ソロプチミスト熊本 検　索私たちの活動をホームページでご覧下さい

https://www.si-kumamoto.org/

会長挨拶

高橋　享子

2022年度　SI熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクト
　長引くコロナ禍におけるシングルマザーの疲弊・困窮が叫ばれる現状から、今年度で 5 回目となるこのプ
ロジェクトは、クラブの大規模なチャリティー事業による資金調達が困難な中、知恵と工夫を凝らした資金
調達チームの努力と会員の協力により、実現する事が出来ました。
　今期の資金調達チームがトライした物品販売は、おなじみとなった高級プレミアムトマト、シャインマスカッ
ト、加茂川のお肉類、そしてメインとなった今期初登場の SDGs 関連商品の蜜蝋ラップという新商品は、ク
ラブ会員のみならず 4 月に熊本城ホールで開催されたリジョン大会でも、完売となりました。素晴らしい商
品の開拓により、今年度の支援金の調達が出来ましたこと、関係した皆様に心より感謝申し上げます。
　募集には、昨年に続きひとり親福祉協議会の協力を得て、この支援を必要としている16 名の方々からの
応募があり、選考委員会に於いて厳正な選考の結果、今年度は 5 名の方を選考いたしました。中学 3 年生
の子供を持つシングルマザーへの高校進学のための支援金 10 万円を 4 名の方に、ご自身の資格取得のため
の進学支援として準備金 5 万円、資格取得後のお祝い金 10 万円を1 名に、また応募者全員にはクオカード
を贈り、総額 58 万円の支援ができました。SIA の大きなゴールプロジェクトにも、この 5 名のシングルマザー
がカウントされています。
　お礼の言葉に、「寄り添って下さる方がいらっしゃることへの感謝」やお子様からも「学業に励みます」「将
来社会に役に立つ人材になれるよう心掛けます」という言葉が寄せられ、「母と子の夢を拓く」明るい未来
が感じられ、このプロジェクトの意義とまた次へ繋げることの大切さを感じました。
　さらにここ 2 年間は、SIA「夢を生きる賞」の候補者をプロジェクトに応募された方の中から選考し、ク
ラブ賞に加えリジョン賞、連盟賞も受賞される結果につながっております。
　会員一同が真摯にシングルマザー支援の資金調達に取り組んだ結果、このプロジェクトを続けられ、次の
支援へと繋がり、クラブの活動の要となっています。　　　　　　　　　　プロジェクト責任者　牧野　智子

よろしくお願いいたします
（2023年7月~2024年6月）

こんな方たちを探しています 詳しくはホームページをご覧ください

国際ソロプチミストアメリカ連盟・日本南リジョン賞
	 ●夢を生きる:女性のための教育・訓練賞
クラブ賞	 ●輝く女性賞
ソロプチミスト日本財団賞	 ●女性研究者賞	 ●ドリーム賞　●千嘉代子賞
	 ●社会ボランティア賞	 ●学生ボランティア賞
	 ●活動資金援助	 ●災害復興援助

次期会長抱負 　コロナ禍の収束を迎え、社会活動に復興の兆しが見え始めまし

た。しかしながら社会の格差は更に広がり、シングルマザーの苦境

は深刻さを増しています。このような状況だからこそ、女性と女児

へのなお一層の支援が必要であると考え、次年度は、4 年ぶりに

対面での資金調達事業も計画中です。今期好評を得た SDGs 関連

商品の蜜蝋（みつろう）ラップ同様、ソロプチミスト姉妹はじめ多

くの方々に趣旨をご理解いただけるように努めます。

　SI 熊本は 2024 年 2 月に認証 45 周年を迎えます。経験豊かな

先輩方のご指導を仰ぎながら精一杯務めさせていただきますので、

皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。宇野　美穂

新入会員
よろしくお願い
します！

 波口恵美子様卓話
「子どもを性暴力の被害者にも加害者
にもしないために」
11月定例会（2022.11.15）
　昨年度の SI 熊本
顕彰事業にて輝く
女性賞を受賞され
た、性暴力被害 者
のためのサポートセ
ンター ゆあさいど
くまもと 相談責任
者の波口恵美子様より、性暴力の実態から
被害者支援の実際、私たちにできる事は何
かをお話しいただきました。

 戸次元子様講話
「中高年の健康なくらし」
　2月定例会合（2023.2.21）
管理栄養士
戸次元子会員
　ご自身の専門分
野である私たちの
年 代 の 食 生 活 を
テーマに講演してい
ただきました。

2022 年 7 月入会
伊津野和恵　会員

●理事会 会長 :宇野　美穂
会長エレクト :鹿子木道代
副会長 :金井　朋子
R.セクレタリー :金井　朋子
C.セクレタリー :正木英津子
トレジャラー :堀川　光江
A.トレジャラー :山下　美希
理事（1年） :井上真智子
理事（2年） :越山　聆子

●委員長 プログラム :牧野　智子
財務・資金調達 :絹原　美加
メンバーシップ・SOLT:井上真智子
広　　報 :和田かおる
ソロプチミスト日本財団:塚本　敬子

●理事会 会　　　長 :高橋　享子
会長エレクト :宇野　美穂
副　会　長 :硯川和歌子
R.セクレタリー :正木英津子
C.セクレタリー :塚本　敬子
トレジャラー :堀川　光江
A.トレジャラー :鹿子木道代
理事（1年） :越山　聆子
理事（2年）　    :牧野　智子

●委員長 プログラム :牧野　智子
財務・資金調達 :金井　朋子
メンバーシップ・SOLT :西岡東綺子
広　　報 :高野　　文
ソロプチミスト日本財団 :絹原　美加

お疲れ様でした
（2022年7月~2023年6月）

会員の絆を深めるために　お楽しみ会報告
☆クラブ新年会《お楽しみ抽選会》　1月定例会合（2023.1.17）後
　コロナ禍でなかな

か対面のイベントが

出来なかったのです

が、1 月に感染に留

意しながら新年会が

できました！

　美味しい食事に舌

鼓を打ち、マスク越

しに会話を楽しんだ

後、手作り品やお取

り寄 せ品を組み合

わせた豪華？賞品の

抽選会では会員の笑顔が弾けて、会場内一座建立となりました！

☆九州国立博物館と太宰府天満宮ツアー　　2023.5.19（金）
　新型コロナウイルスが 5 類に移行し、待ちに待った日帰りバス旅行も復活。特別展「アール・

ヌーヴォーのガラス　ガレとドームの自然賛歌」

を鑑賞…繊細な細工と色彩の魅力に浸り、昼食は

「HOTEL CULTIA 太宰府」のコース料理を堪能し、

今しか参拝できない「太宰府天満宮　浮殿庭園（仮

殿）」にお参りして大満足の一日を過ごしました。



2022年度「夢を拓く」
女子中高校生のためのキャリア・サポート
　2022 年 12 月 8 日、尚絅高校の 1 年生 150 名を対象に、2022
年度の「夢を拓く」女子中高校生のためのキャリア・サポートを開催
しました。元アナウンサーで、現在はキャリアカウンセラーをされて
いる香山真理子様を講師に招き、ご自身
の体験や、女子高校生が夢を持ちキャリ
アを築くために必要なこと、大切なこと
についてお話して頂きました。生徒たち
は真剣なまなざしで聞き入っていました。

　Take One Step 進学応援プロジェクトは、志を持ちながら経済
的理由で進学をためらう高校 3 年生の女子を対象とした資金援助プ
ロジェクトです。
　昨年度に国際ソロプチミスト南リジョンにより創設され、今回 2 回
目の選考を行いました。SI 熊本から尚絅
学園高等学校 3 年生の古賀栞さんを推薦
し、みごとに選考されて支援金 10 万円が
贈呈されました。古賀さんは、得意な英語
をさらに学び、英語を生かして社会に役立
つ仕事をしたいという夢をお持ちです。

西中章子ガバナーと戸次会員

綾部純子連盟理事より贈呈

Take One Step 進学応援プロジェクト

2022年度 クラブ賞 ソロプチミスト日本財団
令和４年　年次贈呈式

【日本南リジョン】

●夢を生きる賞 内山　裕子	様
　シングルマザーとして 3 人のお子さんを
育てながら、病院の受付補助の仕事に従事
されていました。やりがいを感じつつ、人
に役立つ仕事をしたいと言う思いからまず
高卒認定の資格試験に挑戦し合格、更に看
護専門学校に進学され、現在 41 歳の看護
学生として勉学と子育ての両立にがんばっ
ておられます。

【ソロプチミスト日本財団】

●社会ボランティア賞　　　　
刑務所DJ「たそがれ・ボイス・パラダイス」

吉本　早輝子	様
（平石　薫	様ご欠席）

　熊本刑務所内でのみ毎月 1 回放送さ
れるラジオ番組です。吉本様と平石様の
二人の女性 DJ が受刑者の皆さんからの
メッセージやリクエスト曲を軽妙なトーク
で紹介しています。また、二人は年 1 回

刑務所内で開かれる運動会などの催しでも司会や実況などで活躍さ
れています。
　西日本新聞社からの取材依頼もあり、31 日に取材、4 月 16 日に
大きな記事が掲載されました。

●活動資金援助
熊本大学工学部
公認サークル	Soleil（ソレイユ）

次期代表　兵藤　志帆	様　
顧問　小林　牧子	教授

　視覚障害のある子ども達のた
めの学習教材を開発・作成し、無
償で提供している熊本大学の学
生サークルです。熊本県立盲学校と密接に連携し、盲学校の関係者
の意見を直接聞くことにより、より使いやすく役立つ製品を作成し、
これまでに 15 種類の教材を全国の盲学校に寄贈しています。

2022年度 クラブ賞贈呈式
3月定例会合（2023.3.21）にて

　2023 年 3 月 21 日の定例会合にてクラブ賞贈呈式を行いました。
　当日は、熊本日日新聞者の取材もあり 23 日に記事が掲載されま
した。

社会ボランティア賞	 中島　憲行	様
　2023年11月8日(火)　広島グリーンアリーナ（広島市）

　3 年ぶりに通常開催に近い形で式典が行われま
した。
　第 43 回贈呈式では 190 クラブ 1,129 人のソロ
プチミストが見守る中、千嘉代子賞 3 件、社会ボラ
ンティア賞 35 件、学生ボランティア賞 10 件、活
動資金援助および災害復興援助あわせて 12 件の
贈 呈 が あ り、
当クラブから
推薦した中島
憲 行 様（ ゴッ
ホ ひ ま わ り
園）が社会ボ
ランティア賞
を受賞されま
した。

第37回南リジョン大会　報告
　今年度の南リジョン大会は、2023 年 4 月 23、24 日に SI 熊本
すみれをサポーティングクラブとして熊本城ホールにて開催されま
した。

＝1日目＝
表彰式「夢を生きる賞」
　当クラブ推薦の内山裕子様がア
メリカ連盟賞 2 位の栄誉に輝かれ
ました !
　家族を代表して参加されたお嬢
さんが誇らしげに見守られる中の
受賞。こぼれる笑顔が印象的でした。
　　　　　　　　　　　　　

＝2日目＝	
2022-2023 成功を祝うソロプチ
ミスト	南リジョン賞
　分野「一般的知名度」に当クラブが応募した

「私たちの Take One Step! ホームページリ
ニューアル 」がリジョン最優秀賞を受賞 !!　
　会員一同歓びに浸りました。

オーク・ローリエ賞30
（在籍30年）

　当クラブからは戸次元子会員が、
長年の奉仕活動への献身とソロプ
チミストの発展に寄与された功績
を称えられました。

メンバーシップ賞（1名増強）
　2022 年 7 月〜 2023 年 3 月までに新入会員を 1 名以上迎え入
れたクラブとして表彰されました。

クラブ・ギビング
　今期当クラブは「ドリーマー (500$~999$)」の寄付をしました。

ドリームビッグキャンペーン
　当クラブは、「夢プログラム」を提供するための寄付を会員有志
で行い、5000$~9999$ までの寄付欄に掲載されました。

SI 熊本出店ブース！！
　今期の資金調達事業の一環として、第 2 弾「蜜蝋（みつろう）ラップ」
第 3 弾「加茂川特
選 ギ フト」（山下
美希会員）に加え、
オーデンハム・ファ
クトリー（村山佳
代会員）のおすす
め商品を販売しま
した。

「快挙！　ソロプチミスト・クラブ助成金獲得」
　この度、SI 熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクトに対して、今年
度の教育と経済的エンパワーメントのためのソロプチミスト助成金とし
て、国際ソロプチミストアメリカ連盟（SIA）から 3,000 米ドルを授与
されることが決定しました。この助成金は、41件の応募の中から提
案書を厳正に審査した結果、選ばれた 31件に対して総額 75,000 米
ドルが授与されるもので、SI 熊本は申請した満額を獲得しました。
　大変栄誉ある受賞で、私達の取り組みが高く評価された証です。
また、越山会員が作成した申請書の説得力による成果でもあります。
今後の活動に物心ともに大きな力をもらえました。

2022年度 奉仕のための資金調達事業
　今年度もコロナ禍の影響により、対面でのチャリティー事業を見
送り、代わりに様々な物品販売に力を注ぎました。熊本の旬の特産
品お取り寄せとして「シャインマスカット」「プレミアムトマトまいひ
め物語」「白いおおもの（ホワイトコーン）」の他に、お歳暮の季節
には「加茂川特選ギフト」、そして SDGs 関連商品の「蜜蝋（みつろ
う）ラップ」を取り扱いました。

挑戦 !創意工夫による資金調達事業
〜地球に優しい「蜜蝋（みつろう）ラップ」の販売〜
　蜜蝋ラップは、ミツバチの巣から採取された蜜蝋と植物性の油
脂が染み込んだ布でできたラップです。その抗菌性と布の通気性・
保湿性により、食品の鮮度を保ちながら、洗って何度も使用できる
究極のエコラップとして高い評価を受けています。私たちはタイ北
部山村の女性たちが作った製品を輸入し、女性の就労支援も兼ねて
チャリティー販売を行いました。クラブホームページや公式 LINE を
通じて注文を募り、さらにインスタグラムには使用例を投稿して宣伝
を行いました。また、「YANOMAMA ほっこり手仕事展」への出
展や「蜜蝋ラップワークショップ」の開催なども行い、クラブ外の
多くの参加者からも好評を得ました。多数の方々が趣旨に賛同して
くださったおかげで、南リジョン大会でのブース販売をもって完売す
ることができました。収益金は SI
熊本「母と子の夢を拓く」プロジェ
クトに使途され、シングルマザーの
キャリアアップとそのお子様の高校
進学支援に役立てられます。皆様の
ご支援に心から感謝申し上げます。 ホームページ インスタグラム
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目の選考を行いました。SI 熊本から尚絅
学園高等学校 3 年生の古賀栞さんを推薦
し、みごとに選考されて支援金 10 万円が
贈呈されました。古賀さんは、得意な英語
をさらに学び、英語を生かして社会に役立
つ仕事をしたいという夢をお持ちです。

西中章子ガバナーと戸次会員

綾部純子連盟理事より贈呈

Take One Step 進学応援プロジェクト

2022年度 クラブ賞 ソロプチミスト日本財団
令和４年　年次贈呈式

【日本南リジョン】

●夢を生きる賞 内山　裕子	様
　シングルマザーとして 3 人のお子さんを
育てながら、病院の受付補助の仕事に従事
されていました。やりがいを感じつつ、人
に役立つ仕事をしたいと言う思いからまず
高卒認定の資格試験に挑戦し合格、更に看
護専門学校に進学され、現在 41 歳の看護
学生として勉学と子育ての両立にがんばっ
ておられます。

【ソロプチミスト日本財団】

●社会ボランティア賞　　　　
刑務所DJ「たそがれ・ボイス・パラダイス」

吉本　早輝子	様
（平石　薫	様ご欠席）

　熊本刑務所内でのみ毎月 1 回放送さ
れるラジオ番組です。吉本様と平石様の
二人の女性 DJ が受刑者の皆さんからの
メッセージやリクエスト曲を軽妙なトーク
で紹介しています。また、二人は年 1 回

刑務所内で開かれる運動会などの催しでも司会や実況などで活躍さ
れています。
　西日本新聞社からの取材依頼もあり、31 日に取材、4 月 16 日に
大きな記事が掲載されました。

●活動資金援助
熊本大学工学部
公認サークル	Soleil（ソレイユ）

次期代表　兵藤　志帆	様　
顧問　小林　牧子	教授

　視覚障害のある子ども達のた
めの学習教材を開発・作成し、無
償で提供している熊本大学の学
生サークルです。熊本県立盲学校と密接に連携し、盲学校の関係者
の意見を直接聞くことにより、より使いやすく役立つ製品を作成し、
これまでに 15 種類の教材を全国の盲学校に寄贈しています。

2022年度 クラブ賞贈呈式
3月定例会合（2023.3.21）にて

　2023 年 3 月 21 日の定例会合にてクラブ賞贈呈式を行いました。
　当日は、熊本日日新聞者の取材もあり 23 日に記事が掲載されま
した。

社会ボランティア賞	 中島　憲行	様
　2023年11月8日(火)　広島グリーンアリーナ（広島市）

　3 年ぶりに通常開催に近い形で式典が行われま
した。
　第 43 回贈呈式では 190 クラブ 1,129 人のソロ
プチミストが見守る中、千嘉代子賞 3 件、社会ボラ
ンティア賞 35 件、学生ボランティア賞 10 件、活
動資金援助および災害復興援助あわせて 12 件の
贈 呈 が あ り、
当クラブから
推薦した中島
憲 行 様（ ゴッ
ホ ひ ま わ り
園）が社会ボ
ランティア賞
を受賞されま
した。

第37回南リジョン大会　報告
　今年度の南リジョン大会は、2023 年 4 月 23、24 日に SI 熊本
すみれをサポーティングクラブとして熊本城ホールにて開催されま
した。

＝1日目＝
表彰式「夢を生きる賞」
　当クラブ推薦の内山裕子様がア
メリカ連盟賞 2 位の栄誉に輝かれ
ました !
　家族を代表して参加されたお嬢
さんが誇らしげに見守られる中の
受賞。こぼれる笑顔が印象的でした。
　　　　　　　　　　　　　

＝2日目＝	
2022-2023 成功を祝うソロプチ
ミスト	南リジョン賞
　分野「一般的知名度」に当クラブが応募した

「私たちの Take One Step! ホームページリ
ニューアル 」がリジョン最優秀賞を受賞 !!　
　会員一同歓びに浸りました。

オーク・ローリエ賞30
（在籍30年）

　当クラブからは戸次元子会員が、
長年の奉仕活動への献身とソロプ
チミストの発展に寄与された功績
を称えられました。

メンバーシップ賞（1名増強）
　2022 年 7 月〜 2023 年 3 月までに新入会員を 1 名以上迎え入
れたクラブとして表彰されました。

クラブ・ギビング
　今期当クラブは「ドリーマー (500$~999$)」の寄付をしました。

ドリームビッグキャンペーン
　当クラブは、「夢プログラム」を提供するための寄付を会員有志
で行い、5000$~9999$ までの寄付欄に掲載されました。

SI 熊本出店ブース！！
　今期の資金調達事業の一環として、第 2 弾「蜜蝋（みつろう）ラップ」
第 3 弾「加茂川特
選 ギ フト」（山下
美希会員）に加え、
オーデンハム・ファ
クトリー（村山佳
代会員）のおすす
め商品を販売しま
した。

「快挙！　ソロプチミスト・クラブ助成金獲得」
　この度、SI 熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクトに対して、今年
度の教育と経済的エンパワーメントのためのソロプチミスト助成金とし
て、国際ソロプチミストアメリカ連盟（SIA）から 3,000 米ドルを授与
されることが決定しました。この助成金は、41件の応募の中から提
案書を厳正に審査した結果、選ばれた 31件に対して総額 75,000 米
ドルが授与されるもので、SI 熊本は申請した満額を獲得しました。
　大変栄誉ある受賞で、私達の取り組みが高く評価された証です。
また、越山会員が作成した申請書の説得力による成果でもあります。
今後の活動に物心ともに大きな力をもらえました。

2022年度 奉仕のための資金調達事業
　今年度もコロナ禍の影響により、対面でのチャリティー事業を見
送り、代わりに様々な物品販売に力を注ぎました。熊本の旬の特産
品お取り寄せとして「シャインマスカット」「プレミアムトマトまいひ
め物語」「白いおおもの（ホワイトコーン）」の他に、お歳暮の季節
には「加茂川特選ギフト」、そして SDGs 関連商品の「蜜蝋（みつろ
う）ラップ」を取り扱いました。

挑戦 !創意工夫による資金調達事業
〜地球に優しい「蜜蝋（みつろう）ラップ」の販売〜
　蜜蝋ラップは、ミツバチの巣から採取された蜜蝋と植物性の油
脂が染み込んだ布でできたラップです。その抗菌性と布の通気性・
保湿性により、食品の鮮度を保ちながら、洗って何度も使用できる
究極のエコラップとして高い評価を受けています。私たちはタイ北
部山村の女性たちが作った製品を輸入し、女性の就労支援も兼ねて
チャリティー販売を行いました。クラブホームページや公式 LINE を
通じて注文を募り、さらにインスタグラムには使用例を投稿して宣伝
を行いました。また、「YANOMAMA ほっこり手仕事展」への出
展や「蜜蝋ラップワークショップ」の開催なども行い、クラブ外の
多くの参加者からも好評を得ました。多数の方々が趣旨に賛同して
くださったおかげで、南リジョン大会でのブース販売をもって完売す
ることができました。収益金は SI
熊本「母と子の夢を拓く」プロジェ
クトに使途され、シングルマザーの
キャリアアップとそのお子様の高校
進学支援に役立てられます。皆様の
ご支援に心から感謝申し上げます。 ホームページ インスタグラム



2022年7月　2023年6月広  報  誌

　国際ソロプチミスト熊本（SI 熊本）は、世界中の女性と女児の生活を向上させることを目的
とする国際ソロプチミストの理念にそって活動するボランティア団体で、今期認証 44 周年を迎
えました。
　現在、国際ソロプチミストアメリカ（SIA）は、ドリームビッグ・キャンペーン『教育のアク
セスを通じて 50 万人の女性と女児を応援する」という 2021-2031「大きなゴール」』に向かっ
て活動しております。SI 熊本は、その目的に沿って SIA「夢を生きる賞」、Take One Step 進
学応援プロジェクト、「夢を拓く」女子中高校生のためのキャリア・サポート、さらにクラブ独
自の SI 熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクトの各事業に取り組んでまいりました。嬉しいこ
とに、当クラブから SIA「夢を生きる賞」に推薦した内山様が「アメリカ連盟賞 2 位」に選ば
れ、第 37 回南リジョン大会において表彰（副賞 3000$）されました。また、令和 5 年度（公財）

ソロプチミスト日本財団の顕彰事業へは、刑務所 DJ「たそがれ・ボイス・パラダイス」様と「熊本大学工学部公認サー
クル Soliel（ソレイユ）」様を推薦し、それぞれの素晴らしい活動を称えクラブ賞の贈呈を行いました。
　このような支援を行うために、コロナ禍の折チャリティー事業は見合わせたものの、様々な物品のお取り寄せ販売で資
金調達を行ってきました。プレミアムトマトなどのリピート販売に加えて新たな品も取り入れました。中でも蜜蝋ラッ
プは、一般の方々もお誘いしたワークショップに連動したり、リジョンメールや公式 LINE での紹介お
よび南リジョン大会でのブース出店などの成果で、入荷した 350 セットを完売することができました。
ご購入いただいた皆様に心より感謝申し上げます。
　SI 熊本は、今後も地域での繋がりを大切に活動を行ってまいります。私たちの取り組みはホームペー
ジや Instagram でも発信しておりますのでので、どうぞご覧になられてください。引き続きのご支援
ご協力をお願いし、ご挨拶といたします。

定例会合 : 毎月第3火曜日 10:00〜13:00　会場 :ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ 発行日 :2023年6月30日
国際ソロプチミスト熊本 検　索私たちの活動をホームページでご覧下さい

https://www.si-kumamoto.org/

会長挨拶

高橋　享子

2022年度　SI熊本「母と子の夢を拓く」プロジェクト
　長引くコロナ禍におけるシングルマザーの疲弊・困窮が叫ばれる現状から、今年度で 5 回目となるこのプ
ロジェクトは、クラブの大規模なチャリティー事業による資金調達が困難な中、知恵と工夫を凝らした資金
調達チームの努力と会員の協力により、実現する事が出来ました。
　今期の資金調達チームがトライした物品販売は、おなじみとなった高級プレミアムトマト、シャインマスカッ
ト、加茂川のお肉類、そしてメインとなった今期初登場の SDGs 関連商品の蜜蝋ラップという新商品は、ク
ラブ会員のみならず 4 月に熊本城ホールで開催されたリジョン大会でも、完売となりました。素晴らしい商
品の開拓により、今年度の支援金の調達が出来ましたこと、関係した皆様に心より感謝申し上げます。
　募集には、昨年に続きひとり親福祉協議会の協力を得て、この支援を必要としている16 名の方々からの
応募があり、選考委員会に於いて厳正な選考の結果、今年度は 5 名の方を選考いたしました。中学 3 年生
の子供を持つシングルマザーへの高校進学のための支援金 10 万円を 4 名の方に、ご自身の資格取得のため
の進学支援として準備金 5 万円、資格取得後のお祝い金 10 万円を1 名に、また応募者全員にはクオカード
を贈り、総額 58 万円の支援ができました。SIA の大きなゴールプロジェクトにも、この 5 名のシングルマザー
がカウントされています。
　お礼の言葉に、「寄り添って下さる方がいらっしゃることへの感謝」やお子様からも「学業に励みます」「将
来社会に役に立つ人材になれるよう心掛けます」という言葉が寄せられ、「母と子の夢を拓く」明るい未来
が感じられ、このプロジェクトの意義とまた次へ繋げることの大切さを感じました。
　さらにここ 2 年間は、SIA「夢を生きる賞」の候補者をプロジェクトに応募された方の中から選考し、ク
ラブ賞に加えリジョン賞、連盟賞も受賞される結果につながっております。
　会員一同が真摯にシングルマザー支援の資金調達に取り組んだ結果、このプロジェクトを続けられ、次の
支援へと繋がり、クラブの活動の要となっています。　　　　　　　　　　プロジェクト責任者　牧野　智子

よろしくお願いいたします
（2023年7月~2024年6月）

こんな方たちを探しています 詳しくはホームページをご覧ください

国際ソロプチミストアメリカ連盟・日本南リジョン賞
	 ●夢を生きる:女性のための教育・訓練賞
クラブ賞	 ●輝く女性賞
ソロプチミスト日本財団賞	 ●女性研究者賞	 ●ドリーム賞　●千嘉代子賞
	 ●社会ボランティア賞	 ●学生ボランティア賞
	 ●活動資金援助	 ●災害復興援助

次期会長抱負 　コロナ禍の収束を迎え、社会活動に復興の兆しが見え始めまし

た。しかしながら社会の格差は更に広がり、シングルマザーの苦境

は深刻さを増しています。このような状況だからこそ、女性と女児

へのなお一層の支援が必要であると考え、次年度は、4 年ぶりに

対面での資金調達事業も計画中です。今期好評を得た SDGs 関連

商品の蜜蝋（みつろう）ラップ同様、ソロプチミスト姉妹はじめ多

くの方々に趣旨をご理解いただけるように努めます。

　SI 熊本は 2024 年 2 月に認証 45 周年を迎えます。経験豊かな

先輩方のご指導を仰ぎながら精一杯務めさせていただきますので、

皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。宇野　美穂

新入会員
よろしくお願い
します！

 波口恵美子様卓話
「子どもを性暴力の被害者にも加害者
にもしないために」
11月定例会（2022.11.15）
　昨年度の SI 熊本
顕彰事業にて輝く
女性賞を受賞され
た、性暴力被害 者
のためのサポートセ
ンター ゆあさいど
くまもと 相談責任
者の波口恵美子様より、性暴力の実態から
被害者支援の実際、私たちにできる事は何
かをお話しいただきました。

 戸次元子様講話
「中高年の健康なくらし」
　2月定例会合（2023.2.21）
管理栄養士
戸次元子会員
　ご自身の専門分
野である私たちの
年 代 の 食 生 活 を
テーマに講演してい
ただきました。

2022 年 7 月入会
伊津野和恵　会員

●理事会 会長 :宇野　美穂
会長エレクト :鹿子木道代
副会長 :金井　朋子
R.セクレタリー :金井　朋子
C.セクレタリー :正木英津子
トレジャラー :堀川　光江
A.トレジャラー :山下　美希
理事（1年） :井上真智子
理事（2年） :越山　聆子

●委員長 プログラム :牧野　智子
財務・資金調達 :絹原　美加
メンバーシップ・SOLT:井上真智子
広　　報 :和田かおる
ソロプチミスト日本財団:塚本　敬子

●理事会 会　　　長 :高橋　享子
会長エレクト :宇野　美穂
副　会　長 :硯川和歌子
R.セクレタリー :正木英津子
C.セクレタリー :塚本　敬子
トレジャラー :堀川　光江
A.トレジャラー :鹿子木道代
理事（1年） :越山　聆子
理事（2年）　    :牧野　智子

●委員長 プログラム :牧野　智子
財務・資金調達 :金井　朋子
メンバーシップ・SOLT :西岡東綺子
広　　報 :高野　　文
ソロプチミスト日本財団 :絹原　美加

お疲れ様でした
（2022年7月~2023年6月）

会員の絆を深めるために　お楽しみ会報告
☆クラブ新年会《お楽しみ抽選会》　1月定例会合（2023.1.17）後
　コロナ禍でなかな

か対面のイベントが

出来なかったのです

が、1 月に感染に留

意しながら新年会が

できました！

　美味しい食事に舌

鼓を打ち、マスク越

しに会話を楽しんだ

後、手作り品やお取

り寄 せ品を組み合

わせた豪華？賞品の

抽選会では会員の笑顔が弾けて、会場内一座建立となりました！

☆九州国立博物館と太宰府天満宮ツアー　　2023.5.19（金）
　新型コロナウイルスが 5 類に移行し、待ちに待った日帰りバス旅行も復活。特別展「アール・

ヌーヴォーのガラス　ガレとドームの自然賛歌」

を鑑賞…繊細な細工と色彩の魅力に浸り、昼食は

「HOTEL CULTIA 太宰府」のコース料理を堪能し、

今しか参拝できない「太宰府天満宮　浮殿庭園（仮

殿）」にお参りして大満足の一日を過ごしました。


